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議会傍聴
3月定例会　82人
　〔23年度累計　360人〕

第378回　3月定例会
一 般 質 問

3月定例会終わる
2　～　4　

5　

6　～　10　

　　11　

11　

12　～ 13

13

14　～15

16

・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こんなことが決まりました
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議員の派遣について

政務調査費の収支報告

常任委員会の審査報告等

議会運営委員会の報告

予算特別委員会の審査報告
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・岡嶋正昭　・　坂純子

・川名善三　・松井精史

・河島三奈　・竹内　修

・山本悟朗　・山中修己
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小
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」、「
暴
力
団
に

金
を
出
さ
な
い
」、「
暴
力
団
を
利
用
し
な

い
」
と
い
う
暴
力
団
追
放
３
な
い
運
動
を

基
本
理
念
と
し
て
、
社
会
か
ら
の
暴
力
団

排
除
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
等
の
契

約
そ
の
他
事
務
事
業
や
公
の
施
設
か
ら
の

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
措
置
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
す
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
従
来
の
保
健
セ

ン
タ
ー
機
能
に
つ
い
て
は
、
福
祉
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
一
部
と
な
る
た
め
、

「
小
野
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
小
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
及
び
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
条
例
中
に
引
用
し
て
あ
る

「
生
活
介
護
」
の
定
義
に
係
る
障
害
者
自

立
支
援
法
の
引
用
条
項
が
、
同
法
の
改
正

に
伴
い
、
ず
れ
を
生
じ
た
た
め
に
、
引
用

条
項
の
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
「
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
法
」）
に
基
づ
い
て
、
食
品
廃
棄

物
等
多
量
発
生
事
業
者
は
、
大
量
に
発
生

し
て
い
る
食
品
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
飼
料

や
肥
料
等
の
原
材
料
と
し
て
再
生
利
用
が

図
れ
る
よ
う
に
登
録
再
生
事
業
場
に
搬
入

す
べ
き
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

条
例
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日

本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国

籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関

す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
外
国
人
住
民
の
在
留
管
理
に
つ
い
て
、

外
国
人
登
録
原
票
に
よ
る
管
理
か
ら
住
民

基
本
台
帳
に
よ
る
管
理
へ
と
移
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、「
外
国
人
登
録
法
」
が
廃

止
さ
れ
、
外
国
人
に
つ
い
て
も
日
本
人
と

同
様
に
住
民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象
者
と

し
て
住
民
票
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
当
条
例
で
改
正
し
よ
う
と

す
る
４
条
例
（
小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
、

小
野
市
長
寿
祝
支
給
条
例
、
小
野
市
福
祉

年
金
条
例
及
び
小
野
市
印
鑑
条
例
）
に
つ

い
て
、「
外
国
人
登
録
法
」
を
前
提
に
規

定
さ
れ
て
い
る
条
項
の
整
備
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
。

　
小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
兵
庫
県
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

綱
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
重
度
障
害
者
の
所

得
判
定
単
位
を
県
制
度
と
同
一
の
も
の
に

改
正
し
、
所
得
判
定
単
位
を
「
同
一
世
帯

内
の
最
上
位
所
得
者
」
か
ら
「
世
帯
合
算

（
合
計
）
所
得
」
に
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
た
だ
し
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
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に
よ
る
所
得
増
加
を
避
け
る
た
め
に
、
従

前
の
年
少
扶
養
控
除
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
所
得
計
算
が
行
え
る
よ
う
に
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
立
ひ
ま
わ
り
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

ひ
ま
わ
り
園
を
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施

設
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
基

づ
く
新
事
業
体
系
に
移
行
す
る
必
要
が
生

じ
、
施
設
の
種
類
及
び
定
員
を
知
的
障
害

者
授
産
施
設

４０
人
か
ら
、
生
活
介
護
事
業

２５
人
及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

１５
人

の
複
合
型
施
設
に
変
更
を
行
お
う
と
す
る

も
の
。

　
小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
反
対
討
論

あ
り
）

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

２４
年
度
か
ら
平
成

２６
年
度
ま
で
）
に
お
け

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
に
よ
り
、
そ

の
給
付
費
に
必
要
な
保
険
料
を
算
定
し
、

保
険
料
の
基
準
年
額
を
４
８，
０
０
０
円

か
ら
６
１，
２
０
０
円
に
改
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
同
時
に
、
所
得
に
応
じ
た
介

護
保
険
料
の
段
階
的
区
分
に
つ
い
て
、
７

段
階
区
分
か
ら
、
低
所
得
者
に
配
慮
す
る

た
め
特
例
区
分
を
新
た
に
設
け
る
と
と
も

に
、
８
段
階
区
分
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
域
主
権
第
１
次
一
括
法
に
よ
り
、
公

営
住
宅
法
が
改
正
さ
れ
、
公
営
住
宅
に
入

居
す
る
要
件
と
し
て
の
同
居
親
族
要
件
が

廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
同
法
に
規
定
さ
れ

て
い
た
同
居
親
族
要
件
及
び
収
入
基
準
額

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
条
例
上
規
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、
例
外
的
に
高

齢
者
、
障
害
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安

定
を
図
る
必
要
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

単
身
入
居
が
可
能
で
あ
る
旨
を
従
前
の
と

お
り
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
あ
わ
せ
て
、「
小
野
市
営
住
宅
設
置
に

関
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
、
同
条
例
の
内

容
を
本
条
例
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
本

条
例
の
題
名
を
「
小
野
市
営
住
宅
条
例
」

に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
現
在
、
図
書
館
北
側
で
整
備
中
の
公
園

を
「
図
書
館
北
広
場
」
と
し
て
都
市
公
園

に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
平
成

２２
年
度

か
ら
拡
張
工
事
を
実
施
し
て
き
た
「
山
田

の
里
公
園
」
に
つ
い
て
も
、
一
般
公
園
か

ら
都
市
公
園
に
編
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
及
び
小
野
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〈
小
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
〉

　「
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
」
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
附
則
第

１３
条
に

よ
り
、「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
」
が
改
正
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
「
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
」

の
設
置
許
可
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い

て
、「
浮
き
屋
根
式
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯

蔵
所
」
に
加
え
て
、「
浮
き
蓋
付
特
定
屋

外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
」
の
設
置
許
可
申
請
に

係
る
手
数
料
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
小
野
市
火
災
予
防
条
例
〉

　「
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
」
第

１
条
の
改
正
に
よ
り
、「
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
過
酸
化
水
素
付
加
物
」
が
、
消
防
法
上

の
第
１
類
危
険
物
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
規
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
小
野
市
立
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
や
ま
荘
の
廃
止

後
、
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
の
４
０
２

号
室
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が
活
用
さ
れ
て
き

た
が
、
こ
の
４
０
２
号
室
の
多
目
的
ホ
ー

ル
を
今
後
も
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た

に
地
下
に
多
目
的
ホ
ー
ル
を
貸
室
と
し
て

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
地
域
主
権
第
２
次
一
括
法
に
よ
り
図
書

館
法
が
改
正
さ
れ
、
図
書
館
協
議
会
委
員

の
任
命
基
準
が
削
除
さ
れ
、
条
例
で
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
幅
広
い
分
野
の
方
が

図
書
館
協
議
会
委
員
と
な
れ
る
よ
う
任
命

基
準
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
基

準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
後
の

運
営
に
係
る
経
費
負
担
に
つ
い
て
、
①
三

木
市
と
小
野
市
の
人
口
比
率
、
②
現
在
の

両
市
民
病
院
に
対
す
る
交
付
税
額
を
基
礎

と
し
て
、
三
木
市

１０
分
の
６
、
小
野
市

１０

分
の
４
の
負
担
割
合
を
規
約
に
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
医
療
制
度
の
改

正
な
ど
、
医
療
を
め
ぐ
る
環
境
が
著
し
く

変
化
し
た
場
合
に
は
、
両
市
に
お
い
て
負

担
割
合
に
つ
い
て
協
議
で
き
る
よ
う
に
規

約
に
お
い
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成

２４
年
４
月
１
日
付
け
で
「
北
播
肢

体
不
自
由
児
機
能
回
復
訓
練
施
設
事
務
組

合
わ
か
あ
ゆ
園
」
が
「
北
播
磨
こ
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
わ
か
あ
ゆ
園
」

に
名
称
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
同
組

合
が
加
入
し
て
い
る
「
兵
庫
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
」
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

　
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
外
国
人
住
民
の
在
留
管
理
に
つ
い
て
、

外
国
人
登
録
原
票
に
よ
る
管
理
か
ら
日
本

人
と
同
様
に
住
民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象

と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
規
約
中
に
規
定
し
て
あ
る
「
外
国
人
登

録
原
票
」
の
文
言
を
削
除
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
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小
野
市
都
市
公
園
の
管
理
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
都
市
公
園
と
な
る
「
図
書
館
北
広
場
」

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
小

野
市
う
る
お
い
交
流
館
と
一
体
的
管
理
を

行
う
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
播
磨
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
市
道
１
７
４
１
号
線
外
６
路
線
の
合
計

７
路
線
に
つ
い
て
、
道
路
法
第
８
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
に
市
道
と
し

て
認
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
市
道
１
６
３
２
号
線
外
３
路
線
の
合
計

４
路
線
に
つ
い
て
、
起
点
又
は
終
点
の
変

更
を
行
う
た
め
、
道
路
法
第

１０
条
第
３
項

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
。

　
市
立
小
野
東
小
学
校
仮
設
校
舎
建
設
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

工
事
名
　
市
立
小
野
東
小
学
校
仮
設
校
舎

　
　
　
　
建
設
工
事

相
手
方
　
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
４
丁
目

　
　
　
　
１
番
６
号

　
　
　
　
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
　

神
戸
支
店

　
　
　
　
支
店
長
　

辰
　

巳
　

和
　

平

契
約
金
額
　
１
億
１，
１
３
０
万
円

　
小
野
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
樫
山
町
　
井
上
嘉
之
　
氏
（
再
任
）

　
粟
生
町
　
小
林
清
豪
　
氏
（
再
任
）

　
小
野
市
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
平
成

２４
年
４
月

１９
日
に
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
１２
条
第
２
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
４

人
を
学
識
経
験
者
と
し
て
議
会
が
推
薦
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
樫
山
町
　
上
田
隆

三
　
氏

　
阿
形
町
　
横
山
清
信
　
氏

　
高
田
町
　
大
西
清
文
　
氏

　
中
谷
町
　
岸
本
 

昭
　
氏

　
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
平
成

２４
年
３
月

３１
日
に
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
議
会
に
お
い
て
行
っ
た
選
挙
に

よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
　
井
上
嘉
之
　
氏

　
今
回
の
補
正
は
、
小
野
東
小
学
校
校
舎

整
備
事
業
の
増
額
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な

ど
消
防
団
安
全
対
策
設
備
の
充
実
、
将
来

の
投
資
を
見
据
え
た
公
共
施
設
整
備
基
金

へ
の
積
立
金
な
ど
の
経
費
を
計
上
す
る
と

と
も
に
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
、

各
事
業
の
決
算
見
込
み
に
よ
る
減
額
な
ど

の
補
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
３
７
２，
０
０
０
千
円
　
減
額

補
正
後
総
額
　
２
０，
４
５
２，
６
０
０
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
　
１，
１
３
５
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
５，
６
７
７，
１
３
５
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
１
１，
９
６
９
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
３，
０
４
３，
６
８
９
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
　
６，
４
８
４
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
　　
４
０
１，
４
８
４
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
都
市
開
発
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
支
出
　

補
正
額
　
　
１
７，
５
０
０
千
円
　

追
加

平
成
２３
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
　

補
正
額
　
　
４
３，
０
０
０
千
円
　

減
額

資
本
的
支
出
　

補
正
額
　
１
１
１，
０
０
０
千
円
　

減
額

平
成
２３
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
　

補
正
額
　
　
５
５，
２
０
０
千
円
　

減
額

資
本
的
支
出
　

補
正
額
　
１
５
２，
０
０
０
千
円
　

減
額

（単位：千円）

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

小　　　計

都 市 開 発 事 業

病 院 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

小　　　計

合　　　　　計

一 般 会 計

会 計 別 平成２４年度

２０，０２０，０００

５，８６３，０００

３，３１４，０００

４２８，０００

９，６０５，０００

６７，８００

４，５４０，０００

１，９２０，０００

３，０８１，０００

９，６０８，８００

３９，２３３，８００

　安全・安心の推進、子ども・子育ての支援、市民
力・地域力の創造、都市と自然の調和に重点を置いた、
平成２４年度当初予算が上程され、予算特別委員会で
付託審査の結果、可決されました。（介護保険特別
会計予算について、反対討論あり）

平成２４年度会計別予算総額

邦利

※予算特別委員会で、議員から出された意見や指摘・
　要望等は、１４・１５ページに詳しく掲載しています。
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小野市議会だより

松
本
英
昭
議
員

・
消
防
署
を
取
り
巻
く
応
援
協
定
に
つ
い
て

・
防
火
水
槽
及
び
消
火
栓
の
基
準
数
に
つ
い
て

・
消
火
器
具
の
盗
難
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
市
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
大
震
災
復
興
支
援
と
小
野
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
対
応
等
に
つ
い
て

・
小
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
雨
水
対
策
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
小
野
東
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業
の
進
捗
状

　
況
に
つ
い
て

・
小
野
市
に
お
け
る
自
転
車
交
通
指
導
に
つ
い
て

・
結
婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
議
案
第
２
号
　
平
成

２４
年
度
小
野
市
一
般
会
計

　
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第

１０
号
　
平
成

２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第

２４
号
　
小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

松
井
精
史
議
員

・
小
野
長
寿
の
郷
（
仮
称
）
構
想
エ
リ
ア
の
整
備
に

　
つ
い
て

・
婚
活
支
援
に
つ
い
て

・
浄
土
寺
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て

河
島
三
奈
議
員

・
地
域
の
防
災
訓
練
の
取
組
に
つ
い
て

・
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
見
通
し
に
つ
い
て

・
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
小
野
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

・
震
災
時
の
救
急
救
命
の
体
制
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
２１
世
紀
の
交
通
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
議
案
第

１０
号
　
平
成

２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第

１７
号
　
小
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

・「
小
野
警
察
署
の
新
設
」
に
つ
い
て

・
複
線
型
人
事
管
理
制
度
に
つ
い
て

高朞

市議会HP内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/̃gikai/

平成24年

3月定例会
平成24年

3月定例会
平成24年

3月定例会
平成24年

3月定例会

(一般質問・質疑は発言した議員が編集しました)

（あたらしいことがいっぱい。わくわく）
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松
本
英
昭
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

防
火
水
槽
及
び
消
火
栓
の
基
準
数

に
つ
い
て

　質
問
　
市
内
の
防
火
水
槽
は
、
基
準
数
５

１
２
カ
所
に
対
し
、
現
有
数
は
４
５
２
カ

所
で
あ
り
、
消
火
栓
は
、
基
準
数
１
４
８

４
カ
所
に
対
し
、
現
有
数
１
３
０
５
か
所

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
基
準
数
は
ど
の

よ
う
に
算
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　答
弁
　
設
置
基
準
は
、
住
宅
等
の
対
象
物

か
ら
１
つ
の
消
防
水
利
に
至
る
距
離
が
市

街
地
で
は
１
０
０
ｍ
以
下
、
準
市
街
地
で

は
１
２
０
ｍ
以
下
、
そ
の
他
の
地
域
で
は

１
４
０
ｍ
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
国
の
告
示
等
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
消
防
水
利
の
基

準
」
を
基
に
、
基
準
数
を
算
出
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

市
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

　質
問
　
消
防
機
能
や
防
災
対
策
機
能
を
備

え
、
ま
た
災
害
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部

と
な
り
得
る
「
防
災
セ
ン
タ
ー
」
建
設
の

実
現
に
向
け
た
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
消
防
庁
舎
は
、
昭
和

４６
年
に
建
築

さ
れ
て
か
ら

４１
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
事
、
消
防
救
急
無
線
が
国
の

方
針
に
よ
り
平
成

２８
年
５
月
末
ま
で
に
ア

ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
移
行

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
事
、
災
害
発
生

時
に
お
い
て
地
域
に
精
通
し
た
首
長
が
、

直
接
指
揮
命
令
を
発
す
る
事
が
不
可
欠
で

あ
る
事
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
に
つ
い

て
新
た
な
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
費
用
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
事
か
ら
、
市
と
し
て
は
広
域
消
防

に
参
加
せ
ず
、
市
単
独
で
整
備
し
ま
す
。

　「
防
災
セ
ン
タ
ー
」
は
、
防
災
情
報
の

一
元
化
・
高
度
化
・
共
有
化
を
図
り
、
防

災
知
識
の
普
及
・
啓
発
の
「
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
機
能
」、
及
び
復
旧
対
策
を

実
施
す
る
「
災
害
対
策
本
部
機
能
」
を
備

え
、
自
家
発
電
装
置
や
貯
水
槽
を
整
備
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

藤
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

小
野
市
の
防
災
対
策
と
住
宅
耐
震

改
修
助
成
に
つ
い
て

　質
問
　
市
の
防
災
対
策
見
直
し
を
問
う
。

　答
弁
　
県
が
、
地
域
防
災
計
画
を
本
年
３

月
に
見
直
し
さ
れ
る
予
定
。

２２
年
５
月
の

県
発
表
の
地
震
予
測
で
は
、
小
野
市
の
予

測
最
大
震
度
が
７
と
い
う
最
も
強
い
震
度

と
な
っ
て
い
る
。
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、

国
及
び
県
の
計
画
に
沿
っ
て
見
直
し
を
進

め
て
い
く
。
　 

　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
新
設
さ
れ
た
民
間
住
宅
の
耐
震
改

修
助
成
制
度
を
問
う
。

　答
弁
　
県
の
助
成
は
、
耐
震
改
修
工
事
費

の
１
／
４
で
上
限

８０
万
円
で
あ
る
。
本
市

は
、
そ
れ
に
加
え
て
同
工
事
費
の
１
／
４
で

上
限

３０
万
円
を
上
乗
せ
助
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

学
校
教
育
に
つ
い
て

　質
問
　
武
道
の
必
修
科
目
化
に
伴
う
指
導

・
安
全
対
策
を
問
う
。

　答
弁
　
小
野
市
は
柔
道
の
指
導
体
制
並
び

に
安
全
対
策
は
充
実
し
て
い
る
。（
教
育
長
）

　質
問
　
高
校
学
区
拡
大
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
予
想
さ
れ
る
か
を
問
う
。

　答
弁
　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
身
近
な
普
通
高

校
に
進
学
し
に
く
く
な
る
と
い
う
危
惧
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
選
択
肢
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
。
交
通
の
便
等
を
考
え
る
と
、
小
野
市

の
生
徒
へ
の
影
響
は
極
め
て
軽
微
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

小
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　質
問
　
現
市
民
病
院
の
跡
利
用
に
つ
い
て

問
う
。

　答
弁
　
リ
ハ
ビ
リ
や
療
養
機
能
を
有
す
る

病
院
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
案
で
進

め
て
い
る
。
　 

　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
重
要
な
地
区
の
活
用
構
想
に
市
民

の
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
問
う
。

　答
弁
　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
跡
地
は
す
で
に
多
様
な

意
見
を
頂
い
て
い
る
。
あ
る
程
度
計
画
が

具
体
化
す
れ
ば
活
用
検
討
委
員
会
を
設
置

し
整
備
し
て
い
き
た
い
。
医
療
セ
ン
タ
ー

周
辺
や
青
野
ヶ
原
病
院
跡
は
、
一
定
の
方

向
が
出
れ
ば
市
民
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

て
国
や
県
に
働
き
か
け
た
い
。（
市
当
局
）

小野市議会だより



７

岡
嶋
正
昭
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

雨
水
対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
市
街
化
区
域
内
の
雨
水
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　答
弁
　
昭
和

５４
年
か
ら
事
業
認
可
を
受
け

事
業
に
着
手
。
全
体
の
約

６７
％
の
区
域
が

事
業
認
可
を
受
け
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

整
備
状
況
は
、
主
な
幹
線
は
約
７
割
の

整
備
が
完
了
。（

１０
年
確
率
で
時
間
雨
量

約
５０　
ｍｍ
に
対
応
出
来
る
能
力
の
あ
る
幹
線

水
路
の
整
備
に
取
組
む
。）

　
県
道

１８
号
線
東
側
の
雨
水
幹
線
は
、
住

宅
が
新
築
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
整
備
を
急

ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

神
鉄
小
野
駅
南
側
区
域
は
、
道
路
管
理
者

と
分
担
し
て
雨
水
整
備
を
進
め
る
べ
く
地

元
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
整
備
に
は
、
用

地
の
確
保
や
周
辺
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
周
辺
の
方
々

と
の
協
議
を
行
い
建
設
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

　質
問
　
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
設
備
投
資
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
利
用
者
の
要
請
等
も
あ
り
、
昭
和

５０
年
の
第
１
期
か
ら
昭
和

６３
年
の
第
４
期

ま
で
の
間
、
順
次
、
複
線
化
工
事
を
実
施

し
、
車
両
の
長
編
成
化
も
行
っ
た
。
し
か

し
、
平
成
４
年
度
を
ピ
ー
ク
に
利
用
者
の

急
速
な
減
少
に
よ
り
、
利
用
実
態
に
即
し

て
第
４
期
の
複
線
化
工
事
は
凍
結
し
て
い

る
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。（
市
当
局
）

　質
問
　
神
戸
電
鉄
粟
生
線
が
廃
線
と
な
っ

た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
仮
に
廃
線
に
な
れ
ば
、
通
勤
・
通

学
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
年
間
１
０
０
万

人
の
市
民
が
会
社
や
学
校
に
行
け
な
く
な

り
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
交
通
手
段

が
無
く
な
る
。
ま
た
、
バ
ス
等
の
代
替
交

通
だ
け
で
は
、
道
路
渋
滞
に
よ
る
時
間
の

超
過
、
利
用
料
金
や
車
両
維
持
費
な
ど
市

民
の
負
担
は
増
加
す
る
。
ま
た
、
地
価
の

下
落
等
々
の
影
響
も
あ
る
。

 

存
続
に
は
、
神
鉄
の
企
業
努
力
は
も
と

よ
り
、「
乗
っ
て
残
そ
う
未
来
の
粟
生
線
」

の
と
お
り
、
市
民
の
意
識
改
革
に
よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
利
用
が
維
持
・

存
続
の
最
重
要
課
題
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

小
野
東
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　質
問
　
仮
設
校
舎
の
建
設
場
所
及
び
完
成

予
定
と
運
動
場
に
関
し
て
伺
う
。

　答
弁
　
学
校
東
側
土
地
を
考
え
て
い
た
が

必
要
面
積
に
足
り
ず
、
ま
た
教
育
環
境
の

確
保
を
考
え
運
動
場
南
側
に
建
設
す
る
。

８
月
中
旬
完
成
予
定
。
９
月
（
２
学
期
）

か
ら
使
用
予
定
。
工
事
期
間
中
の
体
育
授

業
は
、
運
動
場
の
４
割
と
体
育
館
を
利
用

す
る
。
運
動
会
は
大
池
総
合
公
園
運
動
場

で
行
う
予
定
。
仮
設
校
舎
撤
去
後
の
運
動

場
へ
の
車
両
進
入
口
は
、
既
存
の
場
所
か

ら
少
し
移
転
し
て
設
置
す
る
。（
市
当
局
）

小
野
市
に
お
け
る
自
転
車
交
通
指

導
に
つ
い
て

　質
問
　
道
交
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
１３
歳

未
満
児
は
歩
道
を
走
る
こ
と
も
可
能
な
こ

と
か
ら
、
自
転
車
安
全
教
室
の
取
組
の
強

化
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
小
野
市
連
合

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

小
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
も
低
い
よ

う
な
の
で
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
小
学
校
等
と
連
携
し
て
、
更
な
る

安
全
な
自
転
車
運
転
の
啓
発
に
取
り
組
む
。

道
交
法
に
は
「
保
護
者
は
児
童
又
は
幼
児

に
乗
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
の
保
護

者
の
義
務
を
明
記
し
て
い
る
。
家
庭
で
指

導
を
し
て
頂
く
の
が
基
本
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
近
年
、
自
転
車
事
故
が
多
い
半
面

保
険
加
入
が
少
な
い
が
、
学
校
で
啓
発
は

で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　答
弁
　
任
意
保
険
で
あ
る
為
に
保
護
者
の

判
断
と
な
る
が
、
交
通
安
全
講
習
等
の
機

会
を
通
じ
て
啓
発
し
て
い
く
。（
市
当
局
）

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　質
問
　
街
コ
ン
（
街
ぐ
る
み
の
独
身
者
の

交
流
）
等
で
、
出
会
い
の
き
っ
か
け
作
り

を
行
っ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　答
弁
　
ア
イ
デ
ア
は
良
い
と
思
う
が
、
結

婚
は
個
人
の
自
由
で
、
自
立
・
主
体
性
が

大
切
。
基
本
は
、
民
間
の
発
想
で
取
り
組

ん
で
貰
い
た
い
。
行
政
が
お
金
を
出
し
て

行
う
こ
と
か
ど
う
か
は
難
し
い
。（
市
長
）

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員



８

川
名
善
三
　

議
員

公
　
明
　
党

議
案
第
２
号
　
平
成
２４
年
度
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

　質
問
　
特
定
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成

事
業
３
０
０
万
円
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て　答
弁
　
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
は
、
１

回
の
治
療
費
に
対
し
県
の
助
成
額

１５
万
円

に
市
単
独
分
と
し
て
５
万
円
を
上
積
み
し
、

年
間
２
回
合
計

１０
万
円
の
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
不
育
症
治
療
費
へ
の
新
た
な
支

援
策
と
し
て
、
平
成

２４
年
度
か
ら
年
額

１０

万
円
を
上
限
と
し
た
「
不
育
症
治
療
費
助

成
制
度
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

２４
年
度
は

１０
組
分
、
１
０
０
万
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
県
下
自
治
体
で
初
め
て
の

取
組
と
な
る
こ
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
市

で
は
、
４
月
早
々
の
運
用
を
目
指
し
て
関

係
医
療
機
関
と
運
用
面
な
ど
で
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　（
市
当
局
）

議
案
第
２４
号
　
小
野
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　質
問
　
改
正
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

　答
弁
　
高
齢
化
の
急
激
な
進
展
に
伴
い
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
（
平
成

２４
年
度
〜

２６
年
度
）
に
お
い
て
、
要
介
護

認
定
者
が
こ
れ
ま
で
に
比
べ
約
３
０
０
人
、

１５．４
％
程
度
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
給
付
額
が
大
幅

に
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。
本
市
の
今
後

３
年
間
の
介
護
給
付
の
総
額
は
、
現
在
の

１
年
度

２８
億
円
規
模
か
ら

３５
億
円
規
模
ま

で
拡
大
す
る
見
通
し
で
あ
り
、
単
年
度
で

約
６
億
４
千
万
円
、
３
カ
年
で
約

１９
億
２

千
万
円
、

２４
％
増
の
追
加
需
要
を
支
え
る

為
、
現
在
の
保
険
料
の
見
直
し
が
避
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
な
お

第
５
期
事
業
期
間
中
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
は
、
昨
年
８
月
か
ら
５
回
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
「
小
野
市
介
護
保
険
運
営
協
議

会
」
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
賜
り
、
全
委

員
一
致
で
「
介
護
保
険
料
の
改
訂
は
必
要
」

と
の
決
定
を
頂
い
て
い
ま
す
。（
市
当
局
）

松
井
精
史
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

小
野
長
寿
の
郷
（
仮
称
）
構
想
エ

リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
人
口
増
は
小
野
市
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
。
小
野
長
寿
の
郷
構
想
の
見
直
し
案
に

つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
構
想
の
内
容
は
、
市
場
地
区
は
、

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
、
兵
庫
青

野
原
病
院
周
辺
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ゾ
ー
ン
」、

周
辺
に
福
祉
施
設
を
配
置
す
る
「
医
療
周

辺
ゾ
ー
ン
」、
交
流
拠
点
施
設
や
公
園
を

整
備
す
る
「
森
ゾ
ー
ン
」
が
配
置
さ
れ
、

森
ゾ
ー
ン
内
に
は
、
健
康
・
医
療
に
関
連

す
る
企
業
の
誘
致
を
図
る
「
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
エ
リ
ア
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
山
田
地
区
は
、
居
住
ゾ
ー
ン
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
自
然
環
境
を
保
全
し
な

が
ら
、
直
径
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
集
落
を
４

カ
所
配
置
し
、
全
体
で
９
０
０
戸
の
住
宅

を
整
備
。
想
定
さ
れ
る
人
口
は
１
５
０
０

人
と
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

婚
活
支
援
に
つ
い
て

　質
問
　「
お
せ
っ
か
い
」
で
仲
を
取
り
持

つ
制
度
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
こ
の
制
度
に
対
し
て
、
基
本
的
に

は
行
政
が
関
与
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
研
究
し
て
参
り
ま
す

が
、
民
間
で
の
取
り
組
み
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

浄
土
寺
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て

　質
問
　
浄
土
寺
周
辺
に
、
朽
ち
た
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
が
あ
り
美
観
を
損
ね
て
い
る
。

整
備
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　「
き
よ
た
に
い
っ
ぷ
く
堂
」
は
、
国

宝
浄
土
寺
の
来
場
者
の
休
憩
所
と
し
て
、

ま
た
、
地
元
農
産
物
を
利
用
し
た
農
産
物

加
工
販
売
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

朽
ち
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
施
設
は
個
人
の

所
有
で
あ
り
、
こ
の
農
地
の
整
備
を
市
が

直
接
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
農

地
の
健
全
な
保
全
は
農
家
の
責
務
と
考
え

ま
す
。
地
元
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、
そ
の

後
に
、
何
が
出
来
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
す
る
べ
き
か
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

小野市議会だより



９

河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

地
域
の
防
災
訓
練
の
取
組
み
に
つ

い
て

　質
問
　
消
防
ハ
ー
ト
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

習
会
に
つ
い
て
そ
の
実
績
と
効
果
を
問
う
。

　答
弁
　
実
績
は
、
平
成

２２
年
７
月
の
実
施

開
始
か
ら
本
年
２
月
末
ま
で
の
期
間
に
各

町
自
治
会
を
中
心
に
延
べ

４０
回
、
受
講
者

１
１
５
６
人
も
の
市
民
に
受
講
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
効
果
は
、
北
播
磨
５
市
１

町
の
な
か
で
救
急
発
生
件
数
が
最
小
に
な

り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
も
最

高
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の

実
施
に
よ
り
全
て
の
職
員
が
各
担
当
者
意

識
を
払
拭
し
課
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
主
に
子
ど
も
に
対
す
る
広
報
と
啓

発
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
講
習
会
や

訓
練
は
、
体
力
・
習
得
力
等
の
面
か
ら
鑑

み
て
実
施
し
て
い
な
い
が
、
学
校
単
位
で

行
わ
れ
る
避
難
訓
練
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

で
体
験
や
説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
防

災
防
火
意
識
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
救

命
講
習
で
は
、
今
回
の
改
正
か
ら
受
講
者

の
す
そ
の
を
広
げ
る
目
的
で
、
受
講
対
象

が
中
学
生
以
上
か
ら
概
ね

１０
歳
以
上
に
広

が
っ
た
の
で
、
こ
の
際
、
親
子
で
の
受
講

等
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。（
市
当
局
）

小
野
詩
歌
文
学
賞
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
詩
歌
文
学
賞
の
実
績
と
こ
れ

か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
詩
歌
文
学
賞
の
歴
代
受
賞
者
は
、

名
実
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
方
々
で
あ

り
ま
す
。
一
流
の
先
生
方
の
話
を
聞
き
感

化
さ
れ
た
い
と
、
他
県
か
ら
生
徒
と
と
も

に
参
加
さ
れ
る
学
校
も
あ
る
。
文
化
意
識

の
高
い
ま
ち
と
し
て
全
国
に
小
野
市
の
名

を
と
ど
ろ
か
せ
、
文
学
を
志
す
子
ど
も
た

ち
の
文
化
的
未
来
も
示
唆
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
心
を
豊
か
に
す
る
文
化
、
市

民
の
誇
り
と
な
る
文
化
へ
の
投
資
と
し
て

継
続
し
、
小
野
市
の
無
形
資
産
と
し
て
市

民
に
還
元
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

竹
内
　
　

修
　

議
員

公
　
明
　
党

小
野
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
先
進
的

な
取
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
利
活
用
が
特
別
支

援
学
校
等
で
一
層
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
導
入
が
予
算
案
に
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
様
に
活
用
さ
れ
る
の
か
伺

う
。

　答
弁
　
小
野
市
に
お
い
て
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の

教
育
効
果
に
つ
い
て
い
ち
早
く
注
目
し
、

予
算
案
に
調
査
研
究
の
為
の
経
費
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
小
野
特
別
支
援
学
校
に
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

５
台
を
配
置
し
、
特
別
支
援
教
育
の
中
で

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
効
果
的
な
活
用
法
を
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
研
究
の
内
容
で
す
が
、
障
害
を
持
つ
児

童
生
徒
に
と
っ
て
、
教
育
を
受
け
る
際
の

便
利
な
使
い
方
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
の
便
利
な
使
い
方
な
ど
、

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ

れ
て
い
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
用
の
様
々
な
ソ
フ
ト

の
学
習
効
果
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
く
予
定
で
す
。
　
　
　
　（
教
育
長
）

震
災
時
救
急
救
命
体
制
に
つ
い
て

　質
問
　
救
急
救
命
活
動
は
、
震
災
時
に
限

ら
ず
各
種
災
害
の
初
期
態
勢
の
中
で
重
要

な
任
務
で
す
。
消
防
課
、
救
急
救
助
課
な

ど
の
機
能
は
、
万
一
、
震
災
や
救
急
救
助

事
案
が
発
生
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
体
制

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
職
員
定
数

や
南
分
署
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

伺
う
。

　答
弁
　
消
防
職
員
は

６４
名
で
定
数
か
ら
言

い
ま
す
と
５
人
少
な
い
状
況
で
す
。
火
災

な
ど
の
際
に
は
、
決
し
て
十
分
と
は
言
え

な
い
数
で
す
が
非
番
員
の
招
集
を
行
う
な

ど
、
そ
の
対
応
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
南
分
署
は
、
災
害
現
場
へ
の
到
着
時
間

を
考
慮
し
、
管
轄
地
域
を
設
定
し
て
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な

災
害
で
は
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
と

連
携
し
、
そ
の
業
務
を
、
救
急
救
命
に
重

点
を
置
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。（
市
当
局
）

小野市議会だより
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山
本
悟
朗
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

２１
世
紀
の
交
通
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て

　質
問
　
２１
世
紀
の
交
通
の
あ
り
か
た
と
し

て
「
自
動
車
に
頼
っ
た
都
市
交
通
シ
ス
テ

ム
で
は
な
く
、
公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
、

公
共
交
通
と
自
動
車
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

　
主
と
な
る
点
は
、「
公
共
交
通
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
世
帯
の
二
台

目
以
上
の
自
動
車
を
市
民
が
手
放
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
」
で
す
。

　
市
内
に
は
一
世
帯
に
二
台
目
以
上
保
有

さ
れ
て
い
る
乗
用
車
が
約
一
万
台
あ
り
、

こ
れ
ら
の
自
動
車
を
市
民
が
手
放
し
、
公

共
交
通
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
公

共
交
通
の
利
用
が
担
保
さ
れ
る
。
一
方
で
、

通
勤
や
買
い
物
等
で
の
利
用
が
容
易
に
で

き
る
よ
う
に
、
市
内
の
バ
ス
路
線
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
自
動
車
が
な

い
と
生
活
で
き
な
い
ま
ち
」
か
ら
、「
自

動
車
が
な
く
て
も
生
活
で
き
る
ま
ち
」
へ

変
革
し
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
て

く
る
。
①

ＣＯ２
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

②
交
通
事
故
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
。
③

歩
く
機
会
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康

増
進
効
果
が
期
待
で
き
る
。
④
自
動
車
で

の
す
れ
違
い
で
は
な
く
、
人
と
人
の
出
会

い
が
生
ま
れ
る
。
⑤
自
動
車
を
運
転
で
き

な
い
市
民
の
移
動
が
容
易
と
な
り
、
家
族

の
送
迎
の
為
の
負
担
が
減
少
す
る
。
⑥
店

舗
等
が
道
路
沿
い
に
拡
散
す
る
移
動
距
離

の
長
い
ま
ち
の
姿
が
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

駅
周
辺
な
ど
を
中
心
と
し
た
移
動
距
離
の

短
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
に
生
ま
れ
変

わ
る
。

　答
弁
　
個
人
が
行
う
資
産
の
取
得
や
譲
渡
、

並
び
に
結
婚
等
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
つ

い
て
は
、
行
政
は
関
与
す
べ
き
で
な
い
。

　
多
様
な
価
値
観
が
あ
り
、
個
人
が
自
由

か
つ
主
体
的
に
多
様
な
生
き
方
を
構
築
す

べ
き
で
あ
る
。
個
人
財
産
で
あ
る
自
動
車

の
保
有
台
数
を
削
減
す
る
事
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、

現
実
的
に
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。
現
実

を
直
視
せ
ず
に
、
机
上
で
議
論
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

山
中
修
己
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

「
北
条
鉄
道
」
に
つ
い
て

　質
問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

北
条
鉄
道
運
行
対
策
経
費
７０
万
円
の
目
的

と
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
北
条
鉄
道
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る

た
め
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
た
固

定
資
産
税
相
当
分
（

７０
万
円
）
を
取
り
崩

し
て
補
助
す
る
。
経
営
面
で
も
月
一
回
の

経
営
会
議
開
催
を
提
案
等
し
て
き
た
。
前

向
き
な
投
資
は
増
額
す
る
予
定
　（
市
長
）

新
設
「
小
野
警
察
署
」
に
つ
い
て

　答
弁
　
署
の
組
織
、
内
容
等
は
県
警
で
計

画
さ
れ
る
が
、
犯
罪
抑
止
活
動
や
取
締
り
、

交
通
事
故
防
止
と
処
理
、
地
域
の
安
全
活

動
、
少
年
非
行
の
防
止
等
所
謂
本
署
機
能

が
小
野
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
防
犯
協
会
・

交
通
安
全
協
会
は
、
警
察
と
の
連
携
・
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
署
の
隣
接
へ
の
設

置
が
望
ま
し
い
。
県
・
県
警
と
連
携
し
て

検
討
し
ま
す
。
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
の

狙
い
は
警
察
署
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

い
わ
ば
ニ
ッ
チ
の
部
分
を
埋
め
る
こ
と
で

あ
り
、
市
の
重
要
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
施
策

と
し
て
引
き
続
き
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

複
線
型
人
事
管
理
制
度
に
つ
い
て

　質
問
　
管
理
職
の
定
義
と
ラ
イ
ン
・
ス
タ

ッ
フ
職
手
当
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
管
理
職
の
定
義
は
条
例
で
規
定
し

て
い
ま
す
。
所
轄
す
る
業
務
と
職
員
の
管

理
を
行
い
、
行
政
事
務
の
運
営
に
つ
い
て

直
接
の
権
限
と
責
任
を
有
す
る
職
員
で
す
。

ラ
イ
ン
職
と
ス
タ
ッ
フ
職
の
手
当
に
つ
い

て
は
、
職
務
と
職
責
に
応
じ
て
明
確
な
差

を
つ
け
る
べ
く
、
成
果
と
報
酬
の
連
動
す

る
体
系
を
目
指
し
、
本
年
４
月
か
ら
そ
の

改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
市
当
局
）

　答
弁
　
現
行
手
当
は
責
任
と
役
割
に
よ
っ

て
、
も
っ
と
明
確
に
差
を
つ
け
て
い
く
。

但
し
、
手
当
総
額
は
変
え
な
い
。
本
来
、

職
種
の
難
易
度
に
よ
っ
て
給
与
体
系
が
違

う
制
度
に
す
べ
き
で
あ
る
。
管
理
職
の
定

義
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
　（
市
長
）
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※平成２３年度は５月１日からの任期のため、年額が２２万円（通常２４万円）になっています。�       
※差引額がマイナスになった会派は、そのマイナス額を議員が個人負担しています。�       
※差引額がある会派は、その額を市に返還しています。�

２２０，０００

９６，５５０

９６，５５０

１２３，４５０

２２０，０００

９８，６６０

１５０，７８４

２，４７０

２５１，９１４

－３１，９１４

４４０，０００

３４５，６３９

３１，５００

３７７，１３９

６２，８６１

１，１００，０００

５１，１００

８９９，８３９

２６，８８０

１６，７００

９９４，５１９

１０５，４８１

６６０，０００

２１３，７３０

４０６，３５３

１４，４８４

２８，７４０

６６３，３０７

－３，３０７

６６０，０００

１０６，４２０

２０９，８４０

４，２７９

２７，５１０

３４８，０４９

３１１，９５１

収
入

支
　
　
　
　
　
　
　
出

支 給 額

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広　報　費

広　聴　費

計

差 引 額

改革クラブ

３名

研政クラブ

３名

市民クラブ

５名

公　明　党

２名

�坂純子

１名

中井澄夫

１名

２２０，０００

２３，６９０

３９，８５０

５，０００

６８，５４０

１５１，４６０

藤原　章

１名

会派に対する政務調査費一人あたり年間２２万円交付 （単位：円）

沖縄国際映画祭「地元ＣＭコンペ」に議員を派遣しました沖縄国際映画祭「地元ＣＭコンペ」に議員を派遣しました
１　派遣内容　沖縄国際映画祭
　　　　　　「地元ＣＭコンペ」
２　派遣場所　沖縄県那覇市
３　派遣期間　平成２４年３月２４日（土）
　　　　　　から３月２６日（月）まで
４　派遣議員　前田光教議員

　沖縄国際映画祭の地元ＣＭコンペは、「あ
なただけが知っている地元の魅力を、吉本
興業の芸人とともにＣＭにしてグランプリ
を目指そう！」と銘打って行われたもので、
全国各地から約９００通もの応募が同映画祭
実行委員会に寄せられました。
　小野市からは、観光課職員が応募した小野の魅力を全国発信
するアイデアが、第１次選考、第２次選考を経て、最終ノミネ
ートの１０件に勝ち残り、地元出身の吉本芸人と市民約１５０人など
が出演するＣＭ『おの恋』を作りコンペに臨まれました。
　議会では、グランプリを発表する同映画祭に議員を派遣し、
小野市のＰＲと出席した市職員や関係者の激励等を行いました。
　小野市のＣＭ『おの恋』は、小野に来て欲しい、小野に恋し
て欲しい、小野で恋して欲しい、そんな想いのこもったすばら
しいＣＭでしたが、最終選考の結果、惜しくもグランプリを逃
したものの、所期の目的を大いに果たされたものと考えています。

高
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◎総務文教常任委員会◎
議案第１９号　小野市消防団員等公務災害補償条例及び

議会の議員その他非常勤の職員の公務災
害補償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議案第２７号　小野市手数料徴収条例及び小野市火災予
防条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２８号　小野市立コミユニテイセンター設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第２９号　小野市立図書館の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３０号　北播磨総合医療センター企業団規約の変
更について

議案第３１号　兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変
更について

　審査の結果、反対討論はなく、すべて全会一致で可
決すべきと決まりました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第１７号　小野市暴力団排除条例の制定について
議案第１８号　小野市福祉総合支援センターの設置及び管理に関する条例の制定について
議案第２０号　小野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２１号　出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱し

た者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について

議案第２２号　小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２３号　小野市立ひまわり園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２４号　小野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２５号　小野市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２６号　小野市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
議案第３２号　兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
議案第３３号　小野市都市公園の管理に係る指定管理者の指定について
議案第３４号　小野市道路線の認定について
議案第３５号　小野市道路線の変更について

　審査の結果、議案第２４号については、
反対討論があり、採決の結果、賛成多数
で可決すべきと決まりました。
　その他の議案については、反対討論は
なく、すべて全会一致で可決すべきと決
まりました。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

≪各常任委員会に付託された議案≫
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　３月定例会（２月２７日～３月２７日）の議会運営について、２月２０日に議会運営委員会を開催しました。
　委員会では、３月定例会に市長から提
出される議案の取り扱いについての審査や、
予算特別委員会の設置、議会運営委員会
までに提出された陳情書の取り扱いなど、
３０日間にわたる議会運営等について協議
を行いました。
　また、３月９日及び２７日には、市長から
提出される追加議案についても慎重に審
査しました。

　１２月定例会において、小野市議会会議規則第９８条第１項の規定により申し出をしていました閉
会中の所管事務調査を下記のとおり実施し、その内容を３月定例会第１日目に議会で報告しました。

議 会 運 営 委 員 会 報 告議 会 運 営 委 員 会 報 告

閉会中の常任委員会所管事務調査報告

１　開 催 日　　１月１６日（月）
２　調査事項

（１）小野市における介護保険制度の状況について
（２）第５期介護保険事業計画の内容について
（３）第５期介護保険事業計画のポイントについて
（４）地域包括支援センター事業について
（５）高齢者福祉施策について
３　担 当 課　　市民福祉部高齢介護課
４　調査報告
　小野市福祉行政の概要や事業計画等について細
部にわたり調査を行い、今後の常任委員会活動に
活かすとともに、目まぐるしく変化する国の福祉
に関する法改正等についても注視していきたい。

１　開 催 日　　２月３日（金）
２　調査事項

（１）公金の適正管理について
（２）資金運用管理について
３　担 当 課　　会計課
４　調査報告
　今回調査を行った公金の適正管理
と資金運用管理は、会計事務の極め
て重要な部分であり、今後とも引き
続き調査をしていきたい。
　なお、公金の資金運用については、
現下の経済情勢に鑑み、引き続き安
全な運用を図られたい。

　議会運営委員会は、地方自治法第１０９条の２の規定に基づき小野市議会委員会条例に
より設置され、その名称及び定数が定められております。委員会では、次に掲げる事項

に関する調査を行い、議案、陳情等を審査します。

１．定例会等の日程について　２．議会運営に関する事項について　３．委員会条例及び会議規則について　４．議長の諮問に関する事項について

議会運営委員会とは？議会運営委員会とは？

総務文教常任委員会 民 生 地 域 常 任 委 員 会

閉会中の常任委員会所管事務調査報告
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◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
は
、
地

域
住
民
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
、
フ
リ
ー
乗
降
制
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
平
成

２３
年
度
に
は
過
去
最

高
の
約
７
２，

０
０
０
人
の
乗
降
者
数

に
な
る
な
ど
、
市
民
が
よ
り
利
用
し
や

す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
な
っ
て
い

　
る
。
平
成

２４
年
度
に
は
、
も
う
１
台
増

車
し
て
合
計
５
台
に
な
る
が
、
引
き
続

き
市
民
が
満
足
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
兵
庫
県
「
神
戸
電
鉄
粟
生
線
資
産
負
担

軽
減
貸
付
金
」
に
係
る
無
利
子
貸
付
に

つ
い
て
は
、
神
戸
電
鉄
に
対
す
る
経
営

支
援
と
し
て
８
億
７
千
万
円
の
債
務
負

担
を
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
８
億
７

千
万
円
は
損
失
補
償
で
あ
る
た
め
、
予

算
化
は
や
む
を
得
な
い
が
、
５
年
後
の

償
還
に
向
け
て
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

　
い
。

◎
高
齢
者
等
地
域
活
動
拠
点
づ
く
り
事
業

　
は
、
平
成

２３
年
度
か
ら
自
治
会
館
等
を

活
用
し
、
地
域
が
主
体
的
に
取
り
組
む

　
高
齢
者
や
子
ど
も
等
の
居
場
所
づ
く
り

に
対
す
る
支
援
で
あ
る
が
、
今
後
と
も

市
民
力
・
地
域
力
向
上
の
た
め
、
積
極

的
な
事
業
実
施
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◎
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元
自

治
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

か
ら
鋭
意
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
今

後
道
路
照
明
灯
並
み
の
高
照
度
の
照
明

器
具
の
採
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。
た
だ

　
し
、
そ
の
場
合
は
水
稲
の
生
育
に
悪
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
な
も
の
と
な
る
よ

う
配
慮
さ
れ
た
い
。

◎
安
全
安
心
メ
ー
ル
は
、
登
録
者
に
電
子

メ
ー
ル
で
防
犯
や
交
通
安
全
、
防
災
情

報
な
ど
の
安
全
安
心
情
報
を
配
信
さ
れ

て
い
る
が
、
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
情

報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
に
も
、
更
な

る
登
録
者
の
増
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ

た
い
。

◎
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
各
小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用

し
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
学

童
数
が
増
加
し
て
い
る
小
野
小
学
校
で

初
の
専
用
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
な

　平成２４年度の小野市予算が、３月定例会に提出されました。これを受け議会は、全議員による

予算特別委員会を設置して、３月１４日、１５日、２１日に予算審査を実施。新年度予算が、市長施政

方針にあった「２０年、３０年先を見据えた新たな創造と変革」にどのような形で反映されたのか、

そして市政をどのように運営するのかなど、多くの意見が出されました。

　予算特別委員会が各部局へ要望した意見は下記のとおりです。

予算総額 392億円

議案第２号　　平成２４年度小野市一般会計予算

議案第３号　　平成２４年度小野市国民健康保険特別会計予算

議案第４号　　平成２４年度小野市介護保険特別会計予算

議案第５号　　平成２４年度小野市後期高齢者医療特別会計予算

議案第６号　　平成２４年度小野市都市開発事業会計予算

議案第７号　　平成２４年度小野市病院事業会計予算

議案第８号　　平成２４年度小野市水道事業会計予算

議案第９号　　平成２４年度小野市下水道事業会計予算

総

　

務

　

部

総

　

務

　

部

総

　

務

　

部

市

民

安

全

部

市

民

安

全

部

市

民

安

全

部

市

民

福

祉

部

市

民

福

祉

部

市

民

福

祉

部

総

合

政

策

部

総

合

政

策

部

総

合

政

策

部

付託議案

（８件）
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る
が
、
今
後
の
需
要
等
を
十
分
考
慮
し
、

よ
り
良
い
事
業
運
営
と
な
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

◎
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
策
定
委
員
会
を
組
織
さ
れ
、
市

に
お
け
る
「
住
生
活
」
や
「
住
ま
い
と

ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
基
本
的
な
方

向
を
定
め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
市
営
住

宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
検

討
を
行
わ
れ
た
い
。

◎
新
都
市
中
央
線
整
備
事
業
は
、
事
業
着

手
後
こ
れ
ま
で
順
調
に
進
捗
し
、
平
成

２４
年
度
は
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
道
路
舗
装
や
、
榊
町
側
か
ら
の

工
事
着
手
に
取
り
組
ま
れ
る
が
、
早
期

の
開
通
に
向
け
、
引
き
続
き
努
力
さ
れ

た
い
。

◎
消
防
車
及
び
救
急
車
の
更
新
時
に
は
、

廃
棄
車
両
の
有
効
活
用
並
び
に
財
源
確

保
を
図
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
す
る
な
ど
、
新

た
な
手
法
を
調
査
・
研
究
さ
れ
た
い
。

◎
新
規
事
業
と
し
て
、
各
小
学
校
区
の
コ

ミ
セ
ン
ご
と
に
学
習
活
動
を
中
心
と
し

た
寺
子
屋
事
業
を
、
小
学
生
を
対
象
に

実
施
さ
れ
る
が
、
事
業
効
果
を
見
る
中
で
、

今
後
対
象
を
拡
充
す
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
た
い
。

◎
緑
の
カ
ー
テ
ン
配
備
事
業
は
、
夏
季
に

ゴ
ー
ヤ
を
学
校
の
窓
辺
に
植
栽
す
る
こ

と
に
よ
り
、
直
射
日
光
を
遮
り
教
室
内

の
温
度
を
下
げ
、
省
エ
ネ
及
び
学
習
効

果
向
上
に
資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◎
市
内
６
地
区
の
各
地
域
づ
く
り
協
議
会

に
対
す
る
補
助
金
は
、
地
域
が
主
体
性

を
持
っ
て
自
由
に
活
用
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
地
域
力
の
向

上
の
た
め
、
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
た

　
い
。

◎
要
保
護
・
準
要
保
護
家
庭
就
学
援
助
経

費
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
、
就
学
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
あ
る
が
、

高
校
教
育
奨
励
金
等
と
と
も
に
、
今
後

と
も
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

教

育

委

員

会

教

育

委

員

会

教

育

委

員

会

消

防

本

部

消

防

本

部

消

防

本

部

地

域

振

興

部

地

域

振

興

部

地

域

振

興

部

重
点
項
目

重
点
項
目

・安全・安心の推進
・子ども・子育ての支援
・市民力・地域力の創造
・都市と自然の調和
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■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８

【2月】�
１日　民生地域常任委員会研修会
　〃　　全国市議会議長会基地協議会（東京）
２日　北播磨総合医療センター企業団議員協議会（三木市）
３日　総務文教常任委員会研修会
８日　エイジルネサンスパーティ
８～９日　全国市議会議長会相談役会（東京）
９日　長崎県大村市行政視察受け入れ
９～１０日　市民クラブ・公明党行政視察（今治市・三豊市）
１１日　ＰＴＣＡ実践発表大会
１２日　小野市スポーツ賞表彰式
１３日　北播磨総合医療センター企業団議会（三木市）
　〃　　播磨内陸医務事業組合議会（加東市）
１４日　セレモニーホール安全祈願祭
１６日　兵庫県市議会議長会総会（神戸市）�  
２０日　議会運営委員会�  
　〃　　市議会報編集委員会�  
　〃　　議員協議会�  
２１日　北播衛生事務組合議会（加東市）�  
２１日～２２日　研政クラブ行政視察（大府市・豊橋市）�  
２３日　北播政経懇話会（加東市）�  
２４日　北播肢体不自由児機能回復訓練施設事務組合議会
　　　（加東市）�  
　〃　　淡路市行政視察受け入れ�  
２６日　東はりま芸能祭�  
２７日　本会議（第１日目）�  
２８日　小野加東広域事務組合議会�  
　〃　　らんらんバス出発式�  
２９日　小野加東環境施設事務組合議会  

【3月】�
５日　播磨看護学校卒業式（加東市）
８日　本会議（第２日目）
９日　中学校卒業式
　〃　　議会運営委員会
１０日　議会運営委員会

１２日　本会議（第３日目）
１４日　予算特別委員会（第１日目）
１５日　予算特別委員会（第２日目）
１６日　特別支援学校卒業式
　〃　　幼稚園卒園式
２０日　きよたにいっぷく堂オープニング式典
２１日　予算特別委員会（第３日目）
２２日　小学校卒業式
２３日　総務文教・民生地域常任委員会
　〃　　小野市新殖産品認定式・永寿企業並びに優良従業
　　　員表彰式
２４日　国道１７５号西脇バイパス完成式典
２７日　議会運営委員会�  
　〃　　本会議（第４日目）�  
２８日　東播淡路市議会議長会監事会�  
　〃　　小野市都市計画審議会�  
２９日　小野市商工会議所第２回通常総会

【4月】�
２日　小野市福祉総合支援センターオープニング式典�  
８日　小野市消防大会�  
９日　特別支援学校入学式�  
　〃　　中学校入学式�  
１０日　小学校入学式�  
１１日　小野市老人クラブ連合会総会�  
　〃　　シスメックス㈱新工場竣工式�  
　〃　　幼稚園入園式�  
１３日　東播淡路市議会議長会定例会（加東市）�  
１６日　近畿市議会議長会定期総会・理事会（神戸市）�  
１７日　議会報編集委員会�  
２１日　フラワーセンターオープニングセレモニー（加西市）�  
２３日～２４日　全国市議会議長会正副会長会議（神戸市）�  
２６日　兵庫県市議会議長会総会（たつの市）�  
　〃　　小野市連合区長会総会�  
２７日　議会運営委員会�  
　〃　　市議会報編集委員会�  
２９日　兵庫みらい農業協同組合１０周年記念式典（加西市）�
　〃　　小野市青少年補導委員会総会

◎ 議 会 の 動 き ◎◎ 議 会 の 動 き ◎◎ 議 会 の 動 き ◎

自宅にいながら議会の傍聴

小野市のホームページからご覧いただけます。

市議会 ＬＩＶＥ中継 実施中!!

ご希望の方は、6月14日（木）まで
に議会事務局までお申し込みく
ださい。

　本会議の第2日と第3日は、議員の質疑、一般質
問があります。�    
　議員からは、提出議案の質疑、市政全般にわた
る一般質問を行い、これに対して市長、部長が答
弁します。

傍聴者数が近年最高を記録!!

傍聴者の休憩室を開設します

　小野市議会では、開
かれた議会をめざして、
一人でも多くの傍聴者
にお越しいただけるよ
う取り組んでいます。
平成23年度は、近年
で最も多い360人の方
に傍聴にお越しいただきました。
これからも市民の皆様の傍聴をお待ちしております。
どうぞお気軽にお越しください。�

　定例会の2日目と3日目は、
傍聴者が休憩していただけ
るよう議場の隣に傍聴者休
憩室を設営しています。セ
ルフサービスのお茶も用意
していますので、お気軽に
ご利用ください。�

たくさんの傍聴ありがとうございましたたくさんの傍聴ありがとうございましたたくさんの傍聴ありがとうございました


